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みなさんどのような印象でしょうか？

そもそも「疑義照会」って



薬局・薬剤師のための医療安全にかかる法的知識の基礎（第2.1版）

令和4年6月 日本薬剤師会（12ページより抜粋）

イ）薬剤師の最善を尽くす相手
以上のとおり、薬剤師は、高度の義務を負っていることを意識しておくことが重要

であるが、この義務を誰に対して負っているのかも併せて認識しておくことが必要で
ある。
薬剤師が医師に疑義照会をしたが、医師が説明もなく「そのまま調剤するように」

としか回答しないなど適切に対応しないため疑義が解消しないことがあり得る。この
ような場合、薬剤師が、形式的には医師の承諾を得ているとして、やむを得ず患者に
薬剤を交付したために健康被害が起こった場合、責任はどうなるのかという疑問がよ
く聞かれる。
この場合、薬剤師が医師を介して患者に責任を負っているのであれば、薬剤師は責

任を負わないことになるが、そのような法的な関係にはなっていない。薬剤師は独立
の専門職として、患者に対して直接最善を尽くす義務を負っているのである。薬学的
な疑義が解消されないまま、患者に薬剤を交付するということは、患者に健康被害が
起きても仕方が無いと判断していることにもなりかねず、到底患者に対して義務を尽
くしたとはいえず、薬剤師が責任を問われることはやむを得ない。
薬剤師は、あくまで患者に対して高度な義務を負っていることを常に意識しておく

ことが重要である。

赤羽根 秀宜（Hidenori Akabane）
 1997年 帝京大学薬学部卒業 薬剤師として薬局勤務
2008年 東海大学法科大学院卒業
2009年～ 弁護士登録 中外合同法律事務所所属



薬剤師法
処方せん中の疑義（第24条） 

薬剤師は、処方せん中に疑わしい点があるときは、そ
の処方せんを交付した医師、歯科医師又は獣医師に問
い合わせて、その疑わしい点を確かめた後でなけれ
ば、これによって調剤してはならない。

保険医療機関及び保険医療養担当規則
第23条２項

保険医は、その交付した処方せんに関し、保険薬剤師
から疑義の照会があった場合には、これに適切に対応
しなければならない。



⚫ 医師、歯科医師、又は獣医師が発行した処方箋かどう
か疑わしい

⚫ 処方箋中、所定の記載事項が欠けている

⚫ 薬名又は分量の記載が不明瞭か、誤記と認められる

⚫ 配合禁忌の薬品が処方されている

⚫ 処方医薬品間での相互作用から不適当と考えられる

⚫ 処方医薬品の分量が過・不足であると考えられる

⚫ 記録又は患者インタビューによって、処方医薬品が使
用禁忌であると認められる

⚫ 記録などから、副作用の発生の恐れが明らかである

⚫ 麻薬配合の処方で麻薬乱用の恐れがある

⚫ その他法令で定められた事項に違反する処方である

などなど

疑わしい点って？











医療事故情報収集等事業 第51回報告書より
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＜保険薬局の場合＞

疑義照会すると誰につながる？

応需した薬局 手段 発行元

薬剤師
or

事務スタッフ

電話
or

FAX

医師
or

薬剤師
or

看護師
or

事務スタッフ
or
？



保医発 0 3 0 5第 1 3号

平 成 2 4 年 ３ 月 ５ 日

地 方 厚 生 （ 支 ） 局 医 療 課 長

都道府県民生主管部（局）

国民健康保険主管課（部）長 殿

都道府県後期高齢者医療主管部（局）

後期高齢者医療主管課（部）長

厚生労働省保険局医療課長

厚生労働省保険局歯科医療管理官

「診療報酬請求書等の記載要領等について」の一部改正について

今般、後発医薬品の使用促進の一環として、処方せんの様式が変更されること及び一般名処方を推進

することとされたことを踏まえ、「診療報酬請求書等の記載要領等について」（昭和51年８月７日保険

発第82号）の別紙２「診療録等の記載上の注意事項」について、下記のとおり改正するので、その取扱

いに遺漏のないよう貴管下の保険医療機関及び審査支払機関に対し、周知徹底を図られたい。

記

１ 第１の１を次のように改める。

２ 処方せんの用紙は、Ａ列５番を標準とすること。なお、診療録及び歯科診療録の用紙について

は、用紙の大きさに特段の定めはないが、Ａ列４番とすることが望ましいものであること。

２ 第５の７の（１）を次のように改める。
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中尾滋久
この資料は
全253ページあります

ここにも書かれているように処方箋の大きさのような様々な診療報酬請求時に必要な内容について書かれていますが、
「疑義照会の結果は、処方箋のどこに記載したら良いのか」
が明記されています
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発医薬品への変更に差し支えがあると判断したときには、「備考」欄中の「保険医署名」欄に署

名等を行うとともに、当該医薬品の銘柄名の近傍に「含量規格変更不可」又は「剤形変更不可」

と記載するなど、患者及び処方せんに基づき調剤を行う保険薬局の保険薬剤師のいずれに対して

も含量規格変更不可又は剤形変更不可であることが明確に分かるように記載すること。

※ 類似する別剤形の医薬品とは、内服薬であって、次の各号に掲げる分類の範囲内の他の医薬

品をいう。

ア 錠剤（普通錠）、錠剤（口腔内崩壊錠）、カプセル剤、丸剤

イ 散剤、顆粒剤、細粒剤、末剤、ドライシロップ剤（内服用固形剤として調剤する場合に限

る。）

ウ 液剤、シロップ剤、ドライシロップ剤（内服用液剤として調剤する場合に限る。）

(７) なお、内服薬の処方せんへの記載に当たっては、「内服薬処方せんの記載方法の在り方に関す

る検討会報告書の公表について」（平成22年１月29日付医政発0129第３号薬食発0129第５号）も

参考にされたい。

８ 「備考」欄について

(１) 保険薬局が調剤を行うに当たって留意すべき事項等を記載すること。

(２) 麻薬を処方する場合には、麻薬取締法第27条に規定する事項のうち、患者の住所及び麻薬施用

者の免許証の番号を記載すること。

(３) 長期の旅行等特殊の事情がある場合において、必要があると認め、必要最小限の範囲において、

投薬量が１回14日分を限度とされる内服薬及び外用薬であって14日を超えて投与した場合は、そ

の理由を記載すること。

(４) 未就学者である患者の場合は「６歳」と、高齢受給者又は後期高齢者医療受給対象者であって

一般・低所得者の患者の場合は「高一」と、高齢受給者又は後期高齢者医療受給対象者であって

７割給付の患者の場合は「高７」と記載すること。

(５) 処方医が、処方せんに記載したすべての先発医薬品について後発医薬品に変更すること及びす

べての後発医薬品について他の後発医薬品に変更することに差し支えがあると判断した場合は、

差し支えがあると判断した医薬品ごとに、「処方」欄中の「変更不可」欄に「✓ 」又は「×」を

記載するとともに、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

９ その他

薬剤師は、調剤したときは、その処方せんに以下の事項を記載すること。

(１) 「調剤済年月日」欄について

処方せんが調剤済となった場合の年月日を記載すること。その調剤によって、当該処方せんが

調剤済とならなかった場合は、調剤年月日及び調剤量を処方せんに記載すること。

(２) 「保険薬局の所在地及び名称」欄について

保険薬局指定申請の際等に地方厚生（支）局長に届け出た所在地及び名称を記載すること。

(３) 「保険薬剤師氏名 ○印」欄について

調剤を行った保険薬剤師が署名するか又は保険薬剤師の姓名を記載し、押印すること。

(４) その他次の事項を「備考」欄又は「処方」欄に記入すること。

ア 処方せんを交付した医師又は歯科医師の同意を得て処方せんに記載された医薬品を変更して

調剤した場合には、その変更内容

イ 医師又は歯科医師に照会を行った場合は、その回答の内容

診療録・処方せん - 8

発医薬品への変更に差し支えがあると判断したときには、「備考」欄中の「保険医署名」欄に署

名等を行うとともに、当該医薬品の銘柄名の近傍に「含量規格変更不可」又は「剤形変更不可」

と記載するなど、患者及び処方せんに基づき調剤を行う保険薬局の保険薬剤師のいずれに対して

も含量規格変更不可又は剤形変更不可であることが明確に分かるように記載すること。

※ 類似する別剤形の医薬品とは、内服薬であって、次の各号に掲げる分類の範囲内の他の医薬

品をいう。

ア 錠剤（普通錠）、錠剤（口腔内崩壊錠）、カプセル剤、丸剤

イ 散剤、顆粒剤、細粒剤、末剤、ドライシロップ剤（内服用固形剤として調剤する場合に限

る。）

ウ 液剤、シロップ剤、ドライシロップ剤（内服用液剤として調剤する場合に限る。）

(７) なお、内服薬の処方せんへの記載に当たっては、「内服薬処方せんの記載方法の在り方に関す

る検討会報告書の公表について」（平成22年１月29日付医政発0129第３号薬食発0129第５号）も

参考にされたい。

８ 「備考」欄について

(１) 保険薬局が調剤を行うに当たって留意すべき事項等を記載すること。

(２) 麻薬を処方する場合には、麻薬取締法第27条に規定する事項のうち、患者の住所及び麻薬施用

者の免許証の番号を記載すること。

(３) 長期の旅行等特殊の事情がある場合において、必要があると認め、必要最小限の範囲において、

投薬量が１回14日分を限度とされる内服薬及び外用薬であって14日を超えて投与した場合は、そ

の理由を記載すること。

(４) 未就学者である患者の場合は「６歳」と、高齢受給者又は後期高齢者医療受給対象者であって

一般・低所得者の患者の場合は「高一」と、高齢受給者又は後期高齢者医療受給対象者であって

７割給付の患者の場合は「高７」と記載すること。

(５) 処方医が、処方せんに記載したすべての先発医薬品について後発医薬品に変更すること及びす

べての後発医薬品について他の後発医薬品に変更することに差し支えがあると判断した場合は、

差し支えがあると判断した医薬品ごとに、「処方」欄中の「変更不可」欄に「✓ 」又は「×」を

記載するとともに、「保険医署名」欄に署名又は記名・押印すること。

９ その他

薬剤師は、調剤したときは、その処方せんに以下の事項を記載すること。

(１) 「調剤済年月日」欄について

処方せんが調剤済となった場合の年月日を記載すること。その調剤によって、当該処方せんが

調剤済とならなかった場合は、調剤年月日及び調剤量を処方せんに記載すること。

(２) 「保険薬局の所在地及び名称」欄について

保険薬局指定申請の際等に地方厚生（支）局長に届け出た所在地及び名称を記載すること。

(３) 「保険薬剤師氏名 ○印」欄について

調剤を行った保険薬剤師が署名するか又は保険薬剤師の姓名を記載し、押印すること。

(４) その他次の事項を「備考」欄又は「処方」欄に記入すること。

ア 処方せんを交付した医師又は歯科医師の同意を得て処方せんに記載された医薬品を変更して

調剤した場合には、その変更内容

イ 医師又は歯科医師に照会を行った場合は、その回答の内容

中尾滋久
資料の
175ページ目です



患
者
様
と
保
険
薬
局
様
の
よ
り
良
い
未
来
へ

No
.9
3

公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
、
薬
局
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
収
集
・
分
析
事
業
の
共
有
す
べ
き

事
例
20
22
年
No
.1
1を
12
月
28
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

ht
tp
:/
/w
w
w
.y
ak
ky
ok
u-
hi
ya
ri.
jc
qh
c.
or
.jp
/c
on
te
nt
s/
sh
ar
in
g_
ca
se
/in
de
x.
ht
m
l

薬
局
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
収
集
・
分
析
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
、

20
09
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
共
有
す
べ
き
３
つ
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

剤
形
の
違
い
を
考
慮
し
な
い
服
用
方
法
の
指
示
、
お
薬
手
帳
シ
ー
ル
の
貼
り
間
違
い
、
副
作
用
疑
い
に
よ
る
受

診
勧
奨
の
３
つ
で
す
。

事
例
１

剤
形
の
違
い
を
考
慮
し
な
い
服
用
方
法
の
指
示

患
者
さ
ん
に
【
般
】
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
徐
放
口
腔
内
崩
壊
錠
45
m
gが
1回
1錠

1日
1回
14
日
分

処
方
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
薬
局
に
は
、
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
徐
放
O
D
錠
45
m
g「
ZE
」
の
在
庫
が
7錠
し
か
な
か
っ
た
為
、

患
者
さ
ん
に
7日
分
を
先
に
渡
し
、
残
り
の
7日
分
は
薬
剤
を
取
り
寄
せ
て
渡
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
製
薬
企
業
に
よ
る
出
荷
調
整
等
の
た
め
、
先
発
医
薬
品
、
後
発
医
薬
品
の
い
ず
れ
が
入
荷
困
難
で
、

薬
局
に
納
品
さ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

担
当
し
た
薬
剤
師
Aは
、
不
足
分
は
在
庫
が
あ
る
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
錠
15
m
g「
タ
イ
ヨ
ー
」
に
変
更

し
よ
う
と
考
え
、
処
方
医
に
連
絡
す
る
こ
と
な
く
初
め
の
7日
間
は
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
徐
放
O
D
錠

45
m
g「
ZE
」
を
服
用
、
そ
の
後
の
7日
間
は
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
錠
15
m
g「
タ
イ
ヨ
ー
」
を
服
用

す
る
よ
う
患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
交
付
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
薬
剤
師
Aは
、
在
宅
訪
問
か
ら
戻
っ
て
き
た
薬
剤
師
Bに
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

対
応
の
間
違
い
に
気
付
い
た
薬
剤
師
Bが
医
師
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
徐
放
O
D
錠

45
m
g「
ZE
」
を
1回
1錠
1日
1回
で
7日
間
服
用
後
、
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
錠
15
m
g「
タ
イ
ヨ
ー
」

を
、
1回
1錠
1日
3回
で
7日
間
服
用
す
る
よ
う
処
方
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

事
例
に
は
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
想
像
に
な
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
薬
剤
師
が
２
名
の
薬
局
で
、

薬
剤
師
Bは
外
出
（
在
宅
訪
問
）
中
だ
っ
た
た
め
、
薬
剤
師
Aは
、
処
方
箋
通
り
の
徐
放
O
D
錠
７
錠
と
自
己
判

断
し
た
普
通
錠
２
１
錠
を
患
者
さ
ん
に
交
付
し
、
そ
の
顛
末
を
帰
局
し
た
薬
剤
師
Bに
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
薬

剤
師
Bが
問
題
に
気
が
つ
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
の
よ
う
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
徐
放
錠
と
普
通
錠
で
は
製
剤
特
性
が
異
な
り
ま
す
。

今
回
の
場
合
、

・
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
徐
放
O
D錠
45
m
g「
ZE
」

【
用
法
・
用
量
】
通
常
、
成
人
に
は
1回
1錠
を
1日
1回
経
口
投
与
す
る
。

・
ア
ン
ブ
ロ
キ
ソ
ー
ル
塩
酸
塩
錠
15
m
g「
タ
イ
ヨ
ー
」

【
用
法
・
用
量
】
通
常
、
成
人
に
は
、
1回
1錠
を
1日
3回
経
口
投
与
す
る
。

で
す
の
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
疑
義
照
会
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/contents/sharing_case/index.html


現
在
、
一
部
の
医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
、
製
造
・
供
給
停
止
に
よ
る
供
給
不
足
が
相
次
い
で
お
り
、
当
該
薬

剤
に
限
ら
ず
、
同
様
の
理
由
で
、
剤
形
変
更
を
伴
う
薬
剤
の
変
更
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
も
、
適
切
な
判
断
が
行
え
る
よ
う
、
今
回
の
剤
形
違
い
に
加
え
、
抗
て
ん
か
ん
薬
や
精
神
神
経
系
の

薬
剤
等
、
同
一
剤
形
で
あ
っ
て
も
、
変
更
に
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
薬
剤
に
つ
い
て
、
薬
局
内
で
知
識
共
有
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
薬
剤
師
Aが
一
人
だ
け
の
時
間
帯
で
行
っ
た
行
為
を
薬
剤
師
Bに
報
告
し
た
こ
と
で
、
対
応
の
間
違
い
が

速
や
か
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
医
療
事
故
防
止
に
は
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
情
報
共
有
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
事
例
で
も
あ
り
ま
す
。

事
例
2
お
薬
手
帳
の
シ
ー
ル
貼
り
間
違
い

患
者
さ
ん
Aに
お
薬
手
帳
を
渡
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
手
帳
は
持
っ
て
き
て
い
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

お
薬
手
帳
を
確
認
す
る
と
患
者
さ
ん
Yの
も
の
で
、
そ
れ
に
患
者
さ
ん
Xの
お
薬
手
帳
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
す
で
に
薬
剤
交
付
済
み
で
あ
っ
た
患
者
さ
ん
Yに
電
話
す
る
と
、
シ
ー
ル
の
み
渡
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
Yに
謝
罪
し
、
お
薬
手
帳
に
シ
ー
ル
を
貼
り
直
し
て
返
却
し
た
と
い
う
事
例
で
す
。

事
例
の
説
明
で
は
、

①
疑
義
照
会
に
よ
り
患
者
の
順
番
が
ず
れ
た
こ
と
。

②
処
方
箋
と
お
薬
手
帳
は
一
緒
に
管
理
す
る
と
取
り
決
め
て
い
た
が
、
慣
れ
に
よ
る
手
順
の
不
遵
守
に
よ
り
行

わ
な
か
っ
た
こ
と
。

③
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
患
者
の
処
方
箋
に
は
「
手
帳
な
し
」
の
札
を
添
付
し
て
い
た
が
、
シ
ー
ル

の
氏
名
の
照
合
や
記
載
内
容
の
確
認
を
し
な
か
っ
た
た
め
間
違
い
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
。

が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
が
ど
の
程
度
影
響
し
た
の
か
は
、
そ
の
薬
局
で
の
運
用
方
法
（
例
え
ば
、
疑
義
照
会
は
処
方
箋
の
み
が
動
き
、

お
薬
手
帳
は
別
置
さ
れ
る
等
）
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
②
、
③
は
ど
の
薬
局
で
も
発
生

し
う
る
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
事
例
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
他
人
の
お
薬
手
帳
と
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

薬
局
か
ら
は
、
以
下
の
改
善
策
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
処
方
箋
と
お
薬
手
帳
は
一
緒
に
管
理
す
る
、

②
お
薬
手
帳
と
シ
ー
ル
を
取
り
扱
う
時
は
必
ず
処
方
箋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
照
合
す
る
、

③
処
方
箋
の
「
手
帳
な
し
」
の
札
の
有
無
を
確
認
す
る

と
い
う
ル
ー
ル
を
ス
タ
ッ
フ
間
で
再
確
認
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
上
の
対
策
は
重
要
で
す
が
、
「
確
認
」
は
慣
れ
に
よ
り
抜
け
る
可
能
性
も
高
い
の
で
、
や
は
り

「
処
方
箋
と
お
薬
手
帳
は
一
緒
に
管
理
す
る
」
の
徹
底
が
、
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
薬
手
帳
は
、
当
該
薬
局
の
み
な
ら
ず
、
医
療
機
関
や
他
の
薬
局
で
も
参
照
さ
れ
る
た
め
、
シ
ー
ル
貼
り
間
違

い
は
、
そ
の
情
報
を
基
に
誤
っ
た
治
療
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

調
剤
設
計
の
土
台
と
な
る
患
者
情
報
の
取
り
違
え
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
別
の
観
点
と
し
て
、
お
薬
手
帳
お
よ
び
そ
の
シ
ー
ル
は
要
配
慮
個
人
情
報
で
も
あ
り
、
あ
る
患
者
さ
ん

の
情
報
を
本
人
以
外
に
間
違
っ
て
渡
し
た
場
合
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
に
該
当
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
社
会
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

薬
局
で
も
、
お
薬
手
帳
や
シ
ー
ル
、
薬
情
等
を
取
り
扱
う
際
の
業
務
工
程
の

ど
こ
に
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
考
え
、
ル
ー
ル
の
遵
守
に
加
え
、
個
人
情
報
の

漏
洩
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



事
務

連
絡

 
令

和
６

年
３

月
1
5
日

 
地
方

厚
生

（
支
）

局
医

療
課

 

都
道

府
県

民
生
主

管
部

（
局

）
 

 
国

民
健

康
保
険

主
管

課
（

部
）

 

都
道

府
県

後
期
高

齢
者

医
療

主
管

部
（

局
）

 

後
期

高
齢

者
医
療

主
管

課
（

部
）

 

 

厚
生

労
働

省
保

険
局

医
療
課

 
 

現
下

の
医

療
用

医
薬
品

の
供

給
状

況
に

お
け
る

変
更

調
剤

の
取

扱
い

に
つ
い

て
 

  
処
方

薬
の

銘
柄
名

処
方

又
は

一
般

名
処

方
に
お

け
る

変
更

調
剤

に
係

る
取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
「

処
方

せ
ん

に
記

載
さ
れ

た
医

薬
品

の
後

発
医

薬
品
へ

の
変

更
に

つ
い

て
」（

平
成

24
年

３
月

５
日

保
医

発
03

05
第

12
号

）
に

よ
り

周
知
し

て
き
た

と
こ

ろ
で
あ

る
。

 
一
方

で
、

昨
今
の

医
療

用
医

薬
品

の
供

給
状
況

や
、

そ
れ

に
伴

う
需

給
の
逼

迫
を

踏
ま

え
、

「
経

口
抗

菌
薬

の
在

庫
逼
迫

に
伴

う
協

力
依

頼
」
（

令
和
５

年
９

月
15

日
厚
生

労
働

省
医
政

局
医

薬
産

業
振

興
・
医

療
情

報
企

画
課
事

務
連

絡
）

、
「

鎮
咳

薬
（
咳

止
め

）
・

去
痰

薬
の

在
庫
逼

迫
に

伴
う

協
力

依
頼

」
（
令

和
５

年
９

月
29

日
同

課
事

務
連
絡

）
、
「
オ

セ
ル

タ
ミ
ビ

ル
リ
ン

酸
塩

ド
ラ
イ

シ
ロ

ッ
プ

の
在

庫
逼

迫
に

伴
う

協
力

依
頼
」
（
令

和
５

年
11

月
８
日

同
課

事
務
連

絡
）
の

と
お

り
、
保

険
薬

局
に

お
い

て
処

方
薬
の

調
剤

に
当

た
り
、

医
薬

品
の

入
手

が
限

定
さ
れ

る
こ

と
等

に
よ

り
必

要
量
が

用
意

で
き

な
い

よ
う

な
や
む

を
得

な
い

状
況
に

お
い

て
は

、
変

更
調

剤
に
よ

る
対

応
を

柔
軟

に
取

り
扱
う

こ
と

が
有

用
で

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。

 
こ
の

よ
う

な
や
む

を
得

な
い

場
合

に
お

け
る
変

更
調

剤
に

つ
い

て
、

当
面

の
間
の

取
扱

い
を

下
記

の
と

お
り

示
す

の
で
、

貴
管

内
の

保
険

医
療

機
関
、

保
険

薬
局

、
審

査
支

払
機
関

等
に

対
し

、
周

知
方

お
願
い

す
る

。
 

 
記

 

 １
 

後
発

医
薬
品

の
銘

柄
処

方
に

お
い

て
、
「

変
更

不
可

」
欄

に
「

✓
」
又

は
「

×
」

が
記

載
さ

れ
て
い

な
い

場
合

に
あ
っ

て
は

、
患

者
に

対
し

て
調
剤

す
る

薬
剤

を
変

更
す

る
こ
と

を
説

明
の

上
、

同
意

を
得

る
こ

と
で

、
当

該
処
方

薬
に

代
え

て
、

先
発

医
薬
品

（
含

量
規

格
が

異
な
る

も
の

又
は

類
似

す
る

別
剤

形
の

も
の

を
含
む

。
）

を
調

剤
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
 

 ２
 

処
方

薬
の
変

更
調

剤
を

行
う

に
当

た
っ
て

、
以

下
に

掲
げ

る
も

の
に
つ

い
て

は
、

変
更

調
剤

後
の
薬

剤
料

が
変

更
前
の

も
の

を
超

え
る

場
合

で
あ
っ

て
も

、
患

者
に

対
し

て
そ
の

旨
を

説
明

の
上

、
同

意
を

得
る

こ
と

で
、

当
該
変

更
調

剤
を

行
う

こ
と
が

で
き

る
（

た
だ

し
、

規
格

又
は
剤

形
の

違
い

に
よ

り
効

能
・

効
果

や
用
法

・
用

量
が

異
な

る
も

の
を
除

く
。

）
。

 
 

御
中

 



 
①

 
含

量
規
格

が
異

な
る

後
発

医
薬

品
又
は

類
似

す
る

別
剤

形
の

後
発
医

薬
品

へ
の

変
更

調
剤

 
 
②

 
内

服
薬
の

う
ち

、
類

似
す

る
別

剤
形
の

後
発

医
薬

品
へ

の
変

更
調
剤

が
や

む
を

得
ず

で
き

な
い
場

合
で

あ
っ

て
、
次

に
掲

げ
る

分
類

間
の

別
剤
形

（
含

量
規

格
が

異
な

る
場
合

を
含

む
。

）
の

医
薬
品

へ
の

変
更

調
剤

 
 
ア

 
錠

剤
（
普

通
錠

）
、

錠
剤

（
口

腔
内
崩

壊
錠

）
、

カ
プ

セ
ル

剤
、
丸

剤
 

 
イ

 
散

剤
、
顆

粒
剤

、
細

粒
剤

、
末

剤
、

ド
ラ
イ

シ
ロ

ッ
プ

剤
（

内
服
用

固
形

剤
と

し
て

調
剤

す
る

場
合

に
限

る
。
）

 
 
 

（
例

：
ア
に

該
当

す
る

錠
剤

を
イ

に
該
当

す
る

散
剤

へ
の

変
更

調
剤
）

 
 ３
 

保
険

薬
局
に

お
い

て
、

上
記

１
又

は
２
の

対
応

を
行

っ
た

場
合

に
は
、

調
剤

し
た

薬
剤

の
銘

柄
（
含

量
規

格
が

異
な
る

後
発

医
薬

品
を

調
剤

し
た
場

合
に

あ
っ

て
は

含
量

規
格
を

、
処

方
薬

と
は

別
の

剤
形

の
後

発
医

薬
品
を

調
剤

し
た

場
合

に
あ

っ
て
は

剤
形

を
含

む
。

）
等

に
つ

い
て
、

当
該

調
剤

に
係

る
処

方
箋

を
発

行
し
た

保
険

医
療

機
関

に
情

報
提
供

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
保

険
医

療
機

関
と

の
間

で
、

調
剤

し
た

薬
剤
の

銘
柄

等
に

係
る

情
報

提
供
の

要
否

、
方

法
、

頻
度

等
に

関
し
て

あ
ら

か
じ

め
合

意
が

得
ら

れ
て

い
る
場

合
は

、
当

該
合

意
に

基
づ
い

た
方

法
等

に
よ

り
情

報
提
供

を
行

う
こ

と
で

差
し

支
え

な
い

。
 

 

以
上
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 保
険
薬
局
各
位

 

薬
剤
師
法
第

23
条
お
よ
び
第

24
条
の
遵
守
に
つ
い
て

 
 

沖
縄
県
薬
剤
師
会
会
長

 
前
濱

 朋
子

 
薬
事
情
報
担
当
理
事

 
吉
田

 典
子

 
 

平
素
よ
り
地
域
医
療
の
発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
現
在
、
薬
剤
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
品
薄
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
各
法

規
の
遵
守
は
極
め
て
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
、
医
師
が
不
在
・
外
来
診
察
中
等
の
理
由
に
よ
り
疑
義
照
会

が
速
や
か
に
行
え
ず
、
事
後
に
報
告
・
確
認
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に

防
ぎ
、
適
切
な
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
改
め
て
下
記
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
適
切
な
対
応
を
徹
底
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

＜
法
律
遵
守
の
重
要
性
＞

 
薬
剤
師
法
第

23
条
お
よ
び
第

24
条
に
基
づ
き
、
処
方
せ
ん
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
正
確
に
調
剤
す
る
こ
と
、
ま
た

疑
わ
し
い
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
に
確
認
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

〇
薬
剤
師
法

 第
二
十
三
条
（
処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
）

 
薬
剤
師
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
獣
医
師
の
処
方
せ
ん
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
調
剤
し
て
は

な
ら
な
い
。

 
2 
薬
剤
師
は
、
処
方
せ
ん
に
記
載
さ
れ
た
医
薬
品
に
つ
き
、
そ
の
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
獣
医

師
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
れ
を
変
更
し
て
調
剤
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
 〇
薬
剤
師
法

 第
二
十
四
条
（
処
方
せ
ん
中
の
疑
義
）

 
薬
剤
師
は
、
処
方
せ
ん
中
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
獣
医

師
に
問
い
合
わ
せ
て
、
そ
の
疑
わ
し
い
点
を
確
か
め
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
つ
て
調
剤
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
 ＜
遵
守
す
る
た
め
の
対
応
＞

 
薬
剤
の
供
給
不
足
等
に
て
薬
局
に
薬
が
無
い
場
合
、
以
下
の
対
応
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 
①

 近
隣
薬
局
で
の
小
分
け
等
に
よ
る
調
達
を
試
み
る
な
ど
、
ま
ず
処
方
通
り
の
薬
の
手
配
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

 
②

 処
方
通
り
の
薬
の
調
達
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
医
師
に
疑
義
照
会
を
行
い
、
同
意
を
得
た

上
で
薬
剤
変
更
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
③
医
師
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
患
者
に
「
お
薬
の
変
更
に
は
医
師
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
医
師
と
連
絡

が
取
れ
次
第
、
改
め
て
ご
連
絡
し
ま
す
」
な
ど
と
説
明
し
、
一
旦
ご
帰
宅
い
た
だ
く
な
ど
の
対
応
を
と
る
。
そ
の
後
、

医
師
と
連
絡
が
取
れ
た
ら
、
電
話
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
再
度
来
局
な
ど
の
方
法
で
患
者
に
連
絡
し
、
対
応
に
つ
い
て
相

談
す
る
。

 
※
薬
剤
の
変
更
に
つ
い
て
、
事
前
に
薬
局
と
医
療
機
関
の
間
で
合
意
が
あ
る
場
合
な
ど
、
令
和

6
年

3
月

15
日
付
の

厚
労
省
事
務
連
絡
『
現
下
の
医
療
用
医
薬
品
の
供
給
状
況
に
お
け
る
変
更
調
剤
の
取
扱
い
に
つ
い
て
』
に
該
当
す
る
ケ

ー
ス
で
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
   

令
和
７
年
３
月
７
日

 

中尾滋久



服薬情報等提供・トレーシングレポート≠疑義照会



まとめ 

⚫  疑義照会は薬剤師に与えられた権利の１つ

⚫  医薬分業

⚫  医療の質の向上のため

⚫  患者だけでなく周りの人や連絡を受ける相手

（処方箋発行機関）のことを考えて



以上
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